
策定委員会委員 
 
 本マニュアル作成にあたっては、だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例 
改訂版「施設整備マニュアル」策定委員会を設置し、ユニバーサルデザインの考え方や利用者の視
点などを踏まえて、だれもが利用しやすい施設の整備を推進するために、記載すべき具体的な配慮
事項や関連する情報など設計マニュアルの内容について意見を聴きました。 
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編集後記 
 
 ダイバーシティーの尊重は、近年、ますます重要視されています。このことは、これまでの私た
ちが暮らす生活環境において、ダイバーシティーの尊重が、いかになされてこなかったかという
ことを裏付けています。 
 今、改めて私たちの生活環境を見まわしてください。ダイバーシティーを念頭にしたとき、す
ぐに様々なバリアーを見出すにいたるでしょう。身体に障害をお持ちの方はもとより、高齢者や
小さなお子さん、あるいは日本語を解さない方やセクシャル・マイノリティーの方など。こうし
た様々な方の視点から、生活環境を見直し、改善することが喫緊に求められています。 
 一方、各個人の経験値のみでは、真の意味において、ダイバーシティーに対応した生活環境の
改善を正しく行えるかというと、そうとは限りません。したがって、この「施設整備マニュア
ル」に示されたガイドラインは、実質的な一助となるでしょう。 
 生活環境の整備に関わるすべての方々にとって、本マニュアルがお役に立つことを願うととも
に、思わぬ錯誤があれば、ご教示頂きたくお願い申し上げます。 
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